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ウキクサを食べる虫の”選り好み” 

－日本に生育する３種のウキクサに対するウキクサミズゾウムシの 

摂食嗜好性を解明－ 

 

■ 発表のポイント 

○ 急速な増殖能力とタンパク質含量の高さから、家畜飼料やバイオ燃料の原料とし

て注目されているウキクサ植物は、ウキクサミズゾウムシなどの草食動物による

食害を受けますが、「どの種が好まれるのか」「植物の生理状態が摂食をどう左右

するのか」は十分に解明されていませんでした。  

○ 日本各地に分布するウキクサミズゾウムシが、水田等で共存する 3 種のウキクサ

植物に対し、ウキクサ ＞ アオウキクサ ＞ ヒメウキクサの順で明確な摂食嗜好性

を示すことを明らかにしました。また、植物の花や実に含まれる色素「アントシ

アニン」を葉状体（フロンド）に蓄積した個体は、非蓄積個体に比べて食害量が 

約 3〜4 分の 1 に減少し、アントシアニンが食害忌避物質として機能する可能性

を示しました。  

○ 本成果は、ウキクサ植物の群集構造の理解を深めるとともに、ウキクサ植物の安

定的・効率的な半野外環境における栽培技術開発への基礎的知見となります。 

 

■ 概 要 

ウキクサ植物は急速な増殖能力とタンパク質含量の高さから、家畜飼料やバイオ

燃料の原料として注目されています。自然環境では複数種のウキクサが同所的に共

存し、ウキクサミズゾウムシなどの草食動物による食害を受けますが、「どの種が好



   
 

まれるのか」「植物の生理状態が摂食をどう左右するのか」は十分に解明されていま

せんでした。 

 

磯田珠奈子 助教（安田女子大学）、髙橋伽乃（当時：県立広島大学・学部生）、八

木宏樹 助教（北里大学）、村中智明 講師（当時：名古屋大学、現：龍谷大学）、小山

時隆 准教授（京都大学）、金岡雅浩 教授（県立広島大学）らの共同研究グループは、

日本産ウキクサミズゾウムシを用い、日本で見られる 3 種のウキクサ ―ウキクサ、

ヒメウキクサ、アオウキクサ― に対する摂食嗜好性を評価しました。その結果、ウ

キクサミズゾウムシは ウキクサ ＞ アオウキクサ ＞ ヒメウキクサ の順に明確な選好

を示すこと、また栄養欠乏というストレス条件によりアントシアニンを蓄積したウ

キクサでは食害が大幅に抑制されることが明らかになりました。 

 

本研究により、ウキクサ植物に対する草食動物の摂食嗜好性が種間の特性差と同

一種内の生理状態（二次代謝産物の蓄積）の両方に強く依存することが示されまし

た。これは、ウキクサ群集の維持機構の理解、ならびに食害に強いウキクサ植物の

選抜・育種や屋外栽培技術の最適化への応用が期待される知見です。 

 

本研究成果は、『Plant Species Biology』オンライン版（2026 年 6 月 23 日付）に掲

載されます。 



   
 

 
 

◆ 研究支援 

本研究は、地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）、および

県立広島大学令和 5 年度重点研究事業「先端的研究」の支援を受けて行われました。 

 

◆ 詳細な説明 

１．背 景 

ウキクサ植物（サトイモ科ウキクサ亜科[1]）は世界中の淡水域に分布する小型浮

遊性水生植物で、近年、家畜飼料やバイオ燃料原料としての利用が国際的に注目さ

れています。日本には 12 種が分布し、なかでもウキクサ（Spirodela polyrhiza）・ヒ

メウキクサ（Landoltia punctata）・アオウキクサ（Lemna aequinoctialis）の 3 種は水

田やため池でよく見られ、しばしば同所的に共存しています。これらはウキクサミ

ズゾウムシ[2]などの草食動物による食害を受けますが、草食動物がどの種を選択的

に食べるか、また植物の生理状態がその嗜好性をどう変動させるかは、これまで十

分に検証されていませんでした。 

 

植物は草食動物に対し、フェノール類などの二次代謝産物による化学防御を進化

させてきました。例えば、渋柿の強い渋みは、果実を未熟なうちに食べられないよ



   
 

うタンニンを蓄積している結果として知られています。アントシアニン[3]もそうし

た二次代謝産物の一つで、強光や栄養欠乏などのストレス条件下で蓄積が誘導され

ることが報告されています。これまでの研究の多くは種間で固定化された形質の比

較に主眼が置かれており、同じ種でも生理状態の違いによって食害されやすさが変

わるのかという観点からの直接検証はほとんど行われていませんでした。 

 

２．研究成果の内容 

共同研究グループは、鹿児島県で採集した日本産ウキクサミズゾウムシを実験室

で維持し、以下の摂食試験を実施しました。 

 

1. 単一種実験：3 個体のウキクサミズゾウムシに対し、ウキクサ・ヒメウキクサ・

アオウキクサ のいずれか 1 種を与えて 3 日後の食害面積を測定したところ、ヒ

メウキクサの食害面積はウキクサの約 3 分の 1、アオウキクサの約 4 分の 1 にと

どまりました。食害痕の数も少なく、1 つの食害痕の面積も小さい傾向が認めら

れ、ウキクサミズゾウムシがヒメウキクサを口にする頻度・量とも低いことが

示されました。 

 

2. 二種混合実験：2 種類のウキクサを同時に与えた試験では、すべての組み合わせ

で明確な序列が認められ、ウキクサ ＞ アオウキクサ ＞ ヒメウキクサの嗜好順

位が確定しました。とくにアオウキクサ vs ヒメウキクサでは アオウキクサ が約

6.1 倍多く食害され、ヒメウキクサに対する忌避は顕著でした。 

 

3. アントシアニン蓄積フロンドを用いた実験：栄養欠乏条件でアントシアニンを

蓄積させたフロンドと非蓄積フロンドを与えた結果、単独・混合実験ともにア

ントシアニン非蓄積フロンドが好まれるという再現性の高い結果が得られ、ア

ントシアニンが食害忌避物質として機能することが示されました。 

 

以上から、ウキクサ植物に対する摂食嗜好性は (i) 種間の特性差 と (ii) 同一種内の

生理状態（二次代謝産物の誘導的蓄積）の両方に影響されることが、実験的に示さ

れました。最も好まれにくいヒメウキクサは繊維質に富み、成長は遅いものの食害

抵抗性が高いと推測され、植物の「成長 vs 防御」のトレードオフを体現する例と考

えられます。 



   
 

 

３．今後の展望 

本研究の知見は、ウキクサ群集の種構成や遷移を理解する基礎データとなり、選

択的食害が群集を制御するメカニズムの解明に貢献します。応用面では、屋外での

ウキクサ植物の大量培養における食害という制約要因に対し、食害耐性ウキクサ植

物の選抜、アントシアニン高蓄積品種の育成、混植栽培といった展開が期待されま

す。 

 

４．論文情報 

【タイトル】Selective feeding of the duckweed weevil on three common species of 

duckweed in Japan 

【著  者】Minako Isoda, Kano Takahashi, Hiroki Yagi, Tomoaki Muranaka, Tokitaka 

Oyama, Masahiro M. Kanaoka 

【雑  誌】Plant Species Biology 

【 D O I 】10.1111/1442-1984.70065 

 

５．用語解説 

[1] サトイモ科ウキクサ亜科（Lemnoideae） 淡水に浮遊する世界最小級の被子植物。

葉と茎の区別がない「葉状体（フロンド）」をもち、日本には 12 種が分布する。 

 

[2] ウキクサミズゾウムシ（Tanysphyrus brevipennis） ウキクサ植物を専食する体

長約 2 mmのゾウムシ。 

 

[3] アントシアニン 植物が生産する水溶性の色素（フラボノイドの一種）で、赤〜

紫色を呈する。強光や栄養欠乏などのストレス条件下で蓄積が誘導され、光防御や

抗酸化作用のほか、草食動物に対する忌避効果ももつ。 

 

◆ お問い合わせ先 

〈 研究に関すること 〉  

安田女子大学 理工学部 生物科学科 助教 磯田珠奈子  

Email: isoda-m@yasuda-u.ac.jp 

 



   
 

県立広島大学 生物資源科学部 教授 金岡雅浩 

Email: mkanaoka@pu-hiroshima.ac.jp 

 

北里大学 獣医学部 グリーン環境創成科学科 助教 八木宏樹 

Email: yagi.hiroki@kitasato-u.ac.jp 

 

龍谷大学農学部 講師 村中智明 

Email: muranaka@agr.ryukoku.ac.jp 

 

京都大学大学院 理学研究科 准教授 小山時隆 

Email: oyama.tokitaka.8w@kyoto-u.ac.jp 

 

〈 報道に関すること 〉  

安田女子大学 企画部 広報課  

Email: kikaku.box@yasuda-u.ac.jp 

TEL: 082-878-9980  

 

県立広島大学 研究推進室 

Email: renkei@pu-hiroshima.ac.jp 

 

学校法人北里研究所 広報室 

Email: kohoh@kitasato-u.ac.jp 

 

龍谷大学農学部教務課 

Email: agr@ad.ryukoku.ac.jp 

 

京都大学 広報室 国際広報班 

Email: comms@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

TEL: 075-753-5729 
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